
　

県
職
労
青
年
婦
人
部
は
４
月
、
当
局
主
催
の
新
採
用
研
修

期
間
中
の
昼
時
間
（
一
期
と
二
期
・
計
４
日
間
）
を
活
用
し

た
組
合
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
開
催
。
知
事
部
局
１
３
６
人
中
お
よ

そ
６
割
83
人
が
参
加
。
Ｄ
Ｖ
Ｄ
視
聴
、
先
輩
か
ら
の
一
言
、

開
催
時
間
を
ず
ら
し
交
流
の
時
間
を
確
保
す
る
な
ど
し
、
新

採
用
職
員
に
組
合
の
必
要
性
を
伝
え
加
入
を
促
し
た
。

　

岩
手
県
出
身
の

日
本
プ
ロ
野
球
千

葉
ロ
ッ
テ
マ
リ
ー

ン
ズ
の
佐
々
木
朗

希
投
手
が
、
４
月

10
日
の
試
合
で
28

年
ぶ
り
史
上
16
人

目
と
な
る
完
全
試

合
を
達
成
し
た
。

さ
ら
に
毎
回
奪
三
振
に
よ
る
達

成
は
史
上
初
、
１
試
合
19
奪
三

振
は
プ
ロ
野
球
記
録
に
並
ぶ
快

挙
だ
▼
日
本
中
、
世
界
中
か
ら

祝
福
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
と
て

も
嬉
し
く
感
じ
る
。
佐
々
木
選

手
は
、
記
録
達
成
の
次
の
試
合

も
８
回
ま
で
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
ピ

ッ
チ
ン
グ
を
続
け
、
８
回
で
降

板
し
た
。
監
督
や
チ
ー
ム
が
選

手
を
大
事
に
す
る
姿
勢
は
日
本

中
、
世
界
中
の
人
に
共
感
さ
れ

る
こ
と
に
心
が
温
か
く
な
る
▼

本
県
出
身
の
後
藤
新
平
氏
は

常
々
「
一
に
人 

二
に
人 

三
に

人
」
と
言
い
、
こ
の
世
を
作
っ

て
い
く
の
は
人
で
あ
る
と
の
考

え
か
ら
優
秀
な
人
材
を
作
り
生

か
し
て
い
く
こ
と
に
尽
力
し
、

「
金
を
残
し
て
死
ぬ
の
は
下
だ
。

事
業
を
残
し
て
死
ぬ
の
は
中
だ
。

人
を
残
し
て
死
ぬ
の
が
上
だ
」

と
言
葉
を
残
し
た
。
現
代
日
本

に
「
人
を
育
て
る
」
が
繋
が
っ

て
い
る
と
感
じ
る
▼
短
期
的
な

成
果
を
求
め
る
人
の
中
に
は
、

大
学
の
講
座
で
「
生
娘
を
シ
ャ

ブ
漬
け
戦
略
」
と
説
明
し
、
日

本
中
か
ら
非
難
さ
れ
た
▼
私
た

ち
の
仕
事
は
コ
ロ
ナ
禍
の
対
応

に
追
わ
れ
て
い
る
が
、
先
人
に

学
び
「
人
を
大
事
に
」
す
る
体

制
を
み
ん
な
で
進
め
て
い
こ
う

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

◆ 

日 

時　

２
０
２
２
年
６
月
４
日
（
土
）

　
　

  　
　

13
時
〜

◆ 

場 

所　

盛
岡
市
「
勤
労
福
祉
会
館
」

県
職
連
合
第
32
回

定
期
大
会

県
職
労
第
１
２
８
回

　

ガ
イ
ダ
ン
ス
前
半
の
５
日
、

６
日
は
加
入
促
進
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
上

映
し
た
の
ち
組
合
概
要
説
明
に

て
組
合
費
の
内
訳
や
何
に
使
わ

れ
て
い
る
の
か
を
説
明
。
参
加

し
た
青
年
婦
人
部
員
か
ら
「
コ

ロ
ナ
禍
で
他
の
職
場
の
人
と
交

流
し
た
く
て
も
で
き
な
い
状
況

が
続
い
て
い
る
中
で
組
合
で
は

学
習
会
や
交
流
会
と
い
っ
た
交

流
の
場
を
作
り
、
職
場
の
状
況

や
悩
ん
で
い
る
こ
と
を
共
有
で

き
る
」
こ
と
を
伝
え
、
組
合
の

良
さ
を
新
採
用
職
員
へ
ア
ピ
ー

ル
し
た
。
後
半
の
12
日
、
13
日

は
既
に
支
部
の
昼
食
歓
迎
会
で

Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
視
聴
し
て
い
る
職
員

も
い
た
た
め
、
実
際
に
昨
年
度

青
年
婦
人
部
で
活
動
し
た
内
容
を

詳
し
く
説
明
し
、
職
場
の
人
間

関
係
や
労
働
環
境
等
に
問
題
が

あ
っ
た
時
の
相
談
先
に
つ
い
て

新
採
用
職
員
へ
問
い
か
け
を
行

い
、
労
働
組
合
が
問
題
解
決
に

動
い
て
く
れ
る
組
織
で
あ
る
こ

と
を
伝
え
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の

記
入
時
間
に
は
青
婦
部
員
が
新

採
用
職
員
と
フ
ラ
ン
ク
に
話
を

し
て
い
る
姿
も
見
ら
れ
た
。
新

採
用
職
員
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
「
年
齢
・
性
別
関
係
な
く

横
の
つ
な
が
り
が
得
ら
れ
る
こ

と
が
良
い
な
と
思
っ
た
」
と
の

感
想
や
「
具
体
的
な
解
決
事
例

が
あ
れ
ば
教
え
て
ほ
し
い
」
と

の
声
も
聞
こ
え
た
た
め
、
個
別

に
対
応
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
。

　

本
採
用
前
に
、
よ
り
多
く
の

新
採
用
職
員
に
再
び
説
明
の
機

会
を
設
け
る
た
め
、
本
部
か
ら

も
支
部
単
位
で
新
採
用
職
員
の

働
き
方
に
関
し
て
フ
リ
ー
ト
ー

ク
す
る
機
会
を
行
う
よ
う
提
起

す
る
。

　

ぜ
ひ
、
職
場
で
も
「
私
も
入
っ

て
い
る
か
ら
、
加
入
し
よ
う

よ
」
と
声
掛
け
を
お
願
い
し
た
い
。

　

県
職
労
現
業
評
議
会
２
０
２

２
年
度
役
員
選
挙
は
３
月
24
日

に
投
票
が
行
わ
れ
、
25
日
に
開

票
を
行
っ
た
結
果
、
立
候
補
者

全
員
が
信
任
さ
れ
た
。
４
月
か

ら
は
工
藤
新
議
長
を
先
頭
に
新

体
制
で
活
動
を
ス
タ
ー
ト
。

　

昨
年
の
確
定
闘
争
か
ら
引
き

続
く
人
員
・
賃
金
課
題
な
ど
を

柱
に
県
職
労
本
部
と
連
携
し
、

そ
の
改
善
に
全
力
を
挙
げ
て
い

く
。

　

新
役
員
は
次
の
通
り
。

議　

長

工
藤　

明
彦（
畜
産
研
究
所
分
会

）

副
議
長

小
原　

清
一（
秘
書
課
分
会
）

菅
原　
　

薫（
畜
産
研
究
所
分
会

）

事
務
局
長

中
嶋　

利
雄（
管
財
課
分
会
）

事
務
局
次
長

廣
田　

裕
誠（
畜
産
研
究
所
分
会

）

幹　

事

菊
池　
　

勉（
管
財
課
分
会
）

妻
神　

大
己（
畜
産
研
究
所
分
会

）

藤
根　
　

栄（
県
立
農
業
大
学
校

）

及
川　

政
信（
県
南
広
域
振
興
局
土
木
部
分
会

）

石
橋　

勝
男（
岩
泉
土
木
セ
ン
タ
ー
分
会

）

　

４
月
17
日
告
示
・
４
月
24
日

投
開
票
の
宮
古
市
議
選
（
定
数

22
人
、
立
候
者
23
人
）
で
、
県

職
労
推
薦
候
補
の
「
竹
花
く
に

ひ
こ
」
（
70
歳
・
現
５
期
・
立

憲
民
主
党
）
さ
ん
は
、
２
，
０

８
７
票
を
獲
得
し
、
ト
ッ
プ
当

選
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

竹
花
く
に
ひ
こ
さ
ん
は
、
６

期
目
を
迎
え
る
に
当
た
り
「
コ

ロ
ナ
禍
の
選
挙
戦
で
、
展
開
が

な
か
な
か
読
め
な
か
っ
た
も
の

の
、
訪
問
先
で
多
く
の
方
か
ら

声
援
を
い
た
だ
い
た
。
皆
さ
ん

期
待
に
添
え
る
活
動
を
進
め

る
」
と
改
め
て
決
意
し
た
。

　

４
月
15
日
か
ら
20
日
に
か
け

て
４
支
部
（
宮
古
・
釜
石
・
気

仙
・
盛
岡
）
で
新
採
用
職
員
歓

迎
昼
食
会
を
開
催
し
た
。

　

各
支
部
で
は
、
２
０
２
２
新

採
用
加
入
促
進
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
ほ
か

過
年
度
の
加
入
促
進
Ｄ
Ｖ
Ｄ
等

を
活
用
し
、
こ
れ
ま
で
の
取
組

成
果
や
共
済
の
良
さ
に
つ
い
て

説
明
が
さ
れ
た
。
ま
た
、
先
輩

組
合
員
か
ら
「
組
合
員
だ
け
が

使
え
る
人
事
異
動
対
策
カ
ー
ド

は
、
組
合
を
通
し
て
直
接
人
事

課
へ
希
望
を
伝
え
る
こ
と
が
で

き
て
、
実
際
に
希
望
通
り
に
な

っ
た
」
等
、
組
合
に
加
入
し
て

い
て
良
か
っ
た
こ
と
の
発
言
が

さ
れ
た
。
参
加
し
た
新
採
用
職

員
か
ら
「
民
間
の
保
険
会
社
に

加
入
し
て
い
る
の
で
、
マ
イ
カ

ー
共
済
に
興
味
が
あ
り
、
今
の

掛
金
と
の
差
額
を
知
り
た
い
」

や
「
組
合
に
加
入
し
た
際
の
楽

し
い
活
動
や
お
得
な
情
報
を
知

る
こ
と
が
で
き
た
」
等
の
感
想

を
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
加
入

届
の
提
出
も
あ
り
、
各
会
と
も

な
ご
や
か
に
行
わ
れ
た
。

　

今
回
の
新
採
用
職
員
歓
迎
昼

食
会
を
通
し
て
多
く
の
新
採
用

職
員
が
共
済
関
係
に
興
味
を
持

っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

今
後
、
新
採
用
職
員
が
気
に
な

る
事
や
興
味
が
あ
る
こ
と
に
着

目
し
、
本
部
・
支
部
で
学
習
会

や
交
流
会
を
開
催
す
る
な
ど
、

継
続
し
て
声
を
掛
け
更
に
加
入

者
が
増
え
る
よ
う
全
力
で
取
り

組
み
た
い
。

新採用職員・本部主催組合ガイダンス

組合で一緒に変えて行こう
青婦部から必要性を伝える

現
業
評
新
体
制
ス
タ
ー
ト

議
長
・
工
藤 

明
彦
さ
ん

事
務
局
長
・
中
嶋 

利
雄
さ
ん

宮
古
市
議
会
議
員
選
挙

「
竹
花
く
に
ひ
こ
」
ト
ッ
プ
当
選

各
支
部
で
新
採
用
職
員
歓
迎
昼
食
会

更
な
る
ア
プ
ロ
ー
チ
で
新
採
勧
誘
を

自
信
を
持
っ
て
声
掛
け
を

▲４月６日に行われた組合ガイダンスのようす

▲釜石支部での新採用歓迎昼食会のようす

▲気仙支部での新採用歓迎昼食会のようす

▲盛岡支部での新採用歓迎昼食会のようす

▲再選を果たし笑顔の竹花くにひこさん

▲新採用に向け組合の良さに
ついて説明する青年婦人部員

工藤 明彦 議長

中嶋 利雄 事務局長
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県
職
労
は
４
月
１
日
付
で
、

菅
野
千
恵
さ
ん
を
宮
古
支
部
臨

時
書
記
と
し
て
採
用
し
ま
し
た

の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

組
合
は
組
合
員
が
お
互
い
に

助
け
支
え
合
え
る
素
晴
ら
し
い

組
織
で
す
。
皆
さ
ん
が
主
役
の

組
合
活
動
が
で
き
る
よ
う
支
援

し
て
い
き
ま
す
の
で
、
こ
れ
か

ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◆
菅
野
千
恵
書
記

　
２
０
２
２
年
４
月
１
日
採
用

宮
古
支
部

臨
時
書
記
の
採
用
配
置

　

明
細
は
、desknet’s 

N
EO

（
デ
ス
ク
ネ
ッ
ツ

ネ
オ
）
の
「
総
務
事
務
シ
ス
テ
ム
」
メ
ニ
ュ
ー
内

「
給
与
支
給
明
細
書
」
画
面
で
給
料
日
（
毎
月
15
日

（
土
日
休
日
の
場
合
は
直
後
の
平
日
）
）
の
３
日
前

か
ら
見
る
（
印
刷
す
る
）
こ
と
が
で
き
ま
す
。

給
与
明
細

い
ま
さ
ら
聞
け
な
い
!?

の
見
方

岩　　　手　　　県　　　職　　　労第1600号（昭和34年４月１日第三種郵便物認可） 2022年４月30日（２）


